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【発行日】平成28年3月10日(2016.3.10)
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年1月20日(2016.1.20)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　正極、負極及び前記正極と負極との間に介在する分離膜で構成された電極組立体及び電
解液を含む二次電池であって、
　前記負極は、リチウムチタン酸化物（Ｌｉｔｈｉｕｍ　Ｔｉｔａｎｉｕｍ　Ｏｘｉｄｅ
：ＬＴＯ）を負極活物質として含み、
　前記電解液は、添加剤としてホスフェート系化合物を含み、
　前記ホスフェート系化合物は、下記化学式１で表されるホスフェート系アクリレート、
下記化学式２で表されるピロホスフェート系アクリレート、及びホスフェート系ウレタン
アクリレートからなる群から選択される１つ以上であることを特徴とする二次電池：
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【化１】

　前記化学式１及び２において、Ｒ１及びＲ２は、それぞれ独立して、水素、メチル基、
またはＦであり、ｎは１～２０の整数である。
【請求項２】
　前記電解液は、ホスフェート系化合物と重合可能な多官能性化合物をさらに含むことを
特徴とする、請求項１に記載の二次電池。
【請求項３】
　前記多官能性化合物は、（メタ）アクリル酸エステル系化合物、不飽和カルボン酸系化
合物、及びビニル系化合物からなる群から選択された１種以上であることを特徴とする、
請求項２に記載の二次電池。
【請求項４】
　前記（メタ）アクリル酸エステル系化合物は、分子内にアクリレート基が２つ以上含ま
れた（メタ）アクリレート系化合物であることを特徴とする、請求項３に記載の二次電池
。
【請求項５】
　前記（メタ）アクリレート系化合物は、下記化学式３で表される単量体またはそのオリ
ゴマーであることを特徴とする、請求項４に記載の二次電池：
【化２】

　上記式中、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は、それぞれ独立して、水素、置換または非置換のＣ１

－Ｃ４のアルキル基であり、ｍは１～２０の整数である。
【請求項６】
　前記（メタ）アクリル酸エステル系化合物は、ジエチレングリコールジアクリレート（
ｄｉｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｇｌｙｃｏｌ　ｄｉａｃｒｙｌａｔｅ；Ｄｉ（ＥＧ）ＤＡ）、ジ
エチレングリコールジメタクリレート（ｄｉｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｇｌｙｃｏｌ　ｄｉｍｅ
ｔｈａｃｒｙｌａｔｅ；Ｄｉ（ＥＧ）ＤＭ）、エチレングリコールジメタクリレート（ｅ
ｔｈｙｌｅｎｅ　ｇｌｙｃｏｌ　ｄｉｍｅｔｈａｃｒｙｌａｔｅ；ＥＧＤＭ）、ジプロピ
レングリコールジアクリレート（ｄｉｐｒｏｐｙｌｅｎｅ　ｇｌｙｃｏｌ　ｄｉａｃｒｙ
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ｌａｔｅ；Ｄｉ（ＰＧ）ＤＡ）、ジプロピレングリコールジメタクリレート（ｄｉｐｒｏ
ｐｙｌｅｎｅ　ｇｌｙｃｏｌ　ｄｉｍｅｔｈａｃｒｙｌａｔｅ；Ｄｉ（ＰＧ）ＤＭ）、エ
チレングリコールジビニルエーテル（ｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｇｌｙｃｏｌ　ｄｉｖｉｎｙｌ
　ｅｔｈｅｒ；ＥＧＤＶＥ）、エトキシ化トリメチロールプロパントリアクリレート（ｅ
ｔｈｏｘｙｌａｔｅｄ（６）　ｔｒｉｍｅｔｈｙｌｏｌｐｒｏｐａｎｅ　ｔｒｉａｃｒｙ
ｌａｔｅ；ＥＴＭＰＴＡ）、ジエチレングリコールジビニルエーテル（ｄｉｅｔｈｙｌｅ
ｎｅ　ｇｌｙｃｏｌ　ｄｉｖｉｎｙｌ　ｅｔｈｅｒ；Ｄｉ（ＥＧ）ＤＶＥ）、トリエチレ
ングリコールジメタクリレート（ｔｒｉｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｇｌｙｃｏｌ　ｄｉｍｅｔｈ
ａｃｒｙｌａｔｅ；Ｔｒｉ（ＥＧ）ＤＭ）、ジペンタエリスリトールペンタアクリレート
（ｄｉｐｅｎｔａｅｒｙｔｈｒｉｔｏｌ　ｐｅｎｔａａｃｒｙｌａｔｅ；ＤＰｅｎｔＡ）
、トリメチロールプロパントリアクリレート（ｔｒｉｍｅｔｈｙｌｏｌｐｒｏｐａｎｅ　
ｔｒｉａｃｒｙｌａｔｅ；ＴＭＰＴＡ）、トリメチロールプロパントリメタクリレート（
ｔｒｉｍｅｔｈｙｌｏｌｐｒｏｐａｎｅ　ｔｒｉｍｅｔｈａｃｒｙｌａｔｅ；ＴＭＰＴＭ
）、プロポキシ化（３）トリメチロールプロパントリアクリレート（ｐｒｏｐｏｘｙｌａ
ｔｅｄ（３）　ｔｒｉｍｅｔｈｙｌｏｌｐｒｏｐａｎｅ　ｔｒｉａｃｒｙｌａｔｅ；ＰＯ
（３）ＴＭＰＴＡ）、プロポキシ化（６）トリメチロールプロパントリアクリレート（ｐ
ｒｏｐｏｘｙｌａｔｅｄ（６）　ｔｒｉｍｅｔｈｙｌｏｐｒｏｐａｎｅ　ｔｒｉａｃｒｙ
ｌａｔｅ；ＰＯ（６）ＴＭＰＴＡ）、ポリエチレングリコールジアクリレート（ｐｏｌｙ
（ｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｇｌｙｃｏｌ）ｄｉａｃｒｙｌａｔｅ；ＰＡ１）、及びポリエチレ
ングリコールジメタクリレート（ｐｏｌｙ（ｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｇｌｙｃｏｌ）ｄｉｍｅ
ｔｈａａｃｒｙｌａｔｅ）で構成された群から選択された１種以上であることを特徴とす
る、請求項４に記載の二次電池。
【請求項７】
　前記ホスフェート系化合物は、電解液全体の重量を基準として０．０１～３０重量％含
まれていることを特徴とする、請求項１に記載の二次電池。
【請求項８】
　前記ホスフェート系化合物と重合可能な多官能性化合物は、電解液全体の重量を基準と
して０．１～１重量％含まれていることを特徴とする、請求項２に記載の二次電池。
【請求項９】
　前記電解液は、液体電解液またはゲルポリマー電解液であることを特徴とする、請求項
１に記載の二次電池。
【請求項１０】
　前記電解液は液体電解液であることを特徴とする、請求項９に記載の二次電池。
【請求項１１】
　前記液体電解液には電解液（可塑剤）及びリチウム塩が含まれていることを特徴とする
、請求項１０に記載の二次電池。
【請求項１２】
　前記電解液はゲルポリマー電解液であり、添加剤は架橋剤として反応することを特徴と
する、請求項９に記載の二次電池。
【請求項１３】
　前記ゲルポリマー電解液には重合開始剤、電解液（可塑剤）及びリチウム塩が含まれて
いることを特徴とする、請求項１２に記載の二次電池。
【請求項１４】
　前記リチウム塩は、電解液に含まれる固形分全体の重量を基準として１～３０重量％含
まれていることを特徴とする、請求項１１又は１３に記載の二次電池。
【請求項１５】
　前記二次電池はリチウムイオンポリマー電池であることを特徴とする、請求項１に記載
の二次電池。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の二次電池の製造方法であって、
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　（ａ）電極組立体を電池ケースに装着する段階と、
　（ｂ）ホスフェート系化合物、重合開始剤、電解質及びリチウム塩を含む混合液を電池
ケースの内部に注液し、密封する段階と、
　（ｃ）ホスフェート系化合物を重合してゲルポリマー電解液を形成する段階とを含む方
法で製造されることを特徴とする、二次電池の製造方法。
【請求項１７】
　前記段階（ｃ）は、
　（ｃ１）電池を熱硬化、電子ビームまたはガンマ線照射による光硬化、または３０～８
０℃で安定化反応させてホスフェート系化合物を重合する段階と、
　（ｃ２）電池を活性化する化成（ｆｏｒｍａｔｉｏｎ）段階及び活性化された電池を安
定化させるエージング（ａｇｉｎｇ）段階を含むことを特徴とする、請求項１６に記載の
二次電池の製造方法。
【請求項１８】
　請求項１に記載の二次電池を単位電池として含むことを特徴とする、電池モジュール。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の電池モジュールを含むことを特徴とする、電池パック。
【請求項２０】
　請求項１９に記載の電池パックを含むことを特徴とする、デバイス。
【請求項２１】
　前記デバイスは、電気自動車、ハイブリッド電気自動車、プラグインハイブリッド電気
自動車、または電力貯蔵用システムであることを特徴とする、請求項２０に記載のデバイ
ス。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【図１】



(5) JP 2015-525452 A5 2016.3.10

【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【図２】
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